
    

 
 
 
 
 
 

 

 

    

 

 

  

  

 

 

 
 

 

  

  

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校図書館を活用した授業や行事を、お知らせください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

                                            NO.６１ 

                                  1２月号 

平成２４年度 市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）

『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 

市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  

〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  

TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 

http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 

 １２月末から、学校コンピュータの入替に伴い図書館コンピュータの入替も始まります。学校図

書館関係者の皆様には、図書データの整理等についてお手数をおかけしております。入替の日程に

ついては各学校に連絡してありますのでご確認ください。  
 【 学校図書館 新規導入予定機器 】 
① 学校図書館管理用コンピュータ（ノートパソコン）  ２台（図書システムが入っているもの） 

蔵書点検用ワイヤレスバーコードリーダー      １本（取り外しての使用可） 
バーコードリーダー                １本 

② 学校図書館管理者個人用コンピュータ（ノートパソコン）１台（校内ネットワークに接続） 
③ 学習検索用コンピュータ（デスクトップ）      ５台（調べ学習用） 
④ レーザープリンタ（A３モノクロ印刷）        １台（バーコード印刷用） 
⑤ A４カラーインクジェットプリンタ          １台（調べ学習用） 
以上です。             
 図書の返却などのデータ整理は、進んでおりますでしょうか？ 他校からネットワークで借りて

いる図書については、図書データが自校のデータに混ざってしまうので、１２月２１日（金）まで

に必ずもとの学校に返却してください。どうしても返却が難しい場合は、事前に教育センターまで

ご相談ください。 
 その他不明な点がございましたら、教育センターまでご連絡ください。 

図書館の窓から 

学校図書館コンピュータ新規導入について 

               大柏小図書室では、読書月間を６月と１１月の年２回、設定してい

ます。１１月は秋のもみじ読書月間で、委員会の子どもたちと準備や

運営に追われました。 
読書月間には、ペア学年で挑戦する読書クイズスタンプラリーやボ

ランティア『遊配夢さん』の人形劇が行われました。その他にも、校

長先生や保護者の方の読み聞かせ、先生方による大型絵本の読み聞か

せや学校図書館員によるブックトーク、 
などたくさんのイベントがありました。また通年でも子どもたちからデ 
ザインを募集して作る『しおり作り』が行われています。これは、読ん 
だ本の目標数を決め、それを達成した子どもに配ります。読書月間中は、 
『おたのしみしおり』も発行されます。様々な楽しい読書イベントが、 
子どもたちの読書活動につながってくれれば、と願っています。 

市川市立大柏小学校  学校図書館員 大槻 結美子 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 図書館の窓から 

 １０月３０日、１１月５日・６日に、学校図書館支援センター事業の協力校である大洲小学校で、

第２回公開授業研究会が行われました。研究主題は「確かな学力を身につけ ともに学びあう子ど

もの育成をめざして」で、１・３・４・６年生の８学級で国語の授業が展開されました。 
１年生 むかしのおはなしをたのしむ「天にのぼったおけやさん」  
３年生 日本語のひびきにふれる「俳句に親しむ」 
４年生 場面の様子を想像して読む「ごんぎつね・手ぶくろを買いに」 
    本の世界を広げて読む「読書発表会をしよう」 
６年生 言葉は時代とともに 
              １年生では、「役割読み」を行いました。 

子どもたちが役になりきることで、昔話の持つ語り口調や言葉の響

き、話の面白さに気付けるような学習過程が組まれ、子どもたちは生

き生きと発表をしていました。３年生は、季語集めを行い、それらを

用いて句会を開きました。短時間でいくつもの俳句を作る子どもたち

の姿に、読書を通して磨かれた、感性の豊かさが感じられました。４

年生の一クラスでは比べ読みが行われ、それぞれの作品の世界につい

てだけでなく、新美南吉自身の生い立ちにまで迫るような意見が交換されていました。別のクラス

では、「一つの花」と「ごんぎつね」の２つの教材を「ブックトーク指導のための単元」として関

連付け、段階的な指導が行われました。子どもたち自身がテーマを決めて、ブックトークが行える

ようになることを最終ゴールにしているそうです。６年生は、近代文学を読み、その推薦文を書く

という学習を行いました。 
どの授業も、子どもに身に付けさせたい力が明確であり、その力を習得させるために、工夫しな

がら学校図書館の活用を進めていらっしゃることがよくわかる公開研究会でした。 
大洲小では、５年生が平成２５年１月２５日（金）に今年度最後の授業研究会を予定しています。

 教育センターでは、学校図書館支援の一環として、学校図書館を活用した授業研究会や読書まつ

り等の行事を取材させていただき、その様子を支援センター通信で紹介してきました。 
 これからも学校で行われている授業研究会や行事の紹介をしていきたいと思いますので、情報が

ございましたらぜひお知らせください。授業内容や読書まつりの詳細について知りたい場合は、教

育センターまでお問い合わせください。これらの実践の中からいくつかを、今年度末に発行する教

育センターの研究紀要に掲載する予定です。 


